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～会場を含めた意見交換を行いました～ 

【安田町の展望台の活用と地産地消推進の提案】 

傍聴Ａ：私は田野町の者ですが、安田町の山の上にある展望塔へは上がったことはありま

すか。あの展望塔が生かされてないというのが非常に残念なんです。あの３６０度の展望

台からの景色は素晴らしいので、是非、生かしてほしいです。そうすれば、田野町や奈半

利町まで観光客が来るのではないかと思います。 

 もう一つ提案なんですが、香典返しや結婚式の引き出物用に、高知県各地域の商品の詰

め合わせてを作って、パンフレットを作ってもらえませんか。そういうものがあれば、高

知県内での地産地消がかなり進むのではないかと思います。 

知事： アンテナショップ「まるごと高知」では地産外商の１つとして、「まるごと高知」

で取り扱っている商品でギフトセットを作って送るようにしています。なかなかお中元は、

贈るものを決めている人が多いので、それを覆していくのは大変ですが、がんばっていき

たいと思います。県内向けに（ギフトセットを作る）ということは、ちょっと研究させて

ください。 

 

【医療費と健診受診について】  

Ｂ： さっき医療費の問題がありましたが、私は健診を受けていません。前は受けていた

んですけど、受けないようにしました。今、国の医療費がどんどん増えてきていますよね。

今は医者にかかりすぎじゃないかと。一番大事なことは、病気にならないということです。

健診を受けなくても、医者にかからなくても、健康を維持できるという対策に力を入れた

ほうがいいと思います。 

 

知事： そのとおりだと思います。例えば、「よさこい健康プラン２１」の取り組みの狙い

が典型的にそうなんです。ただ、健康づくりというのは血液検査のデータを見て、初めて

ハッとしてそれで始めるということが多いみたいです。だから、やっぱり健診を受けてい

ただくことが医療費のコストカットにもつながるんじゃないかと思います。 

 ただ、健診を受けて悪いところが見つかったので、薬をもらったらそれで終わりという

ふうになってはいけないということですね。健診を受けて、健康な生活をするようにしま

したとなれば、薬がなくても健康に暮らせる。健診を受けて、本来だったら放っておいて

も大丈夫だったものについて、薬が出るというのは、医療側の問題ですから。ぜひ健診は

受けてください。 


